
 

【表紙】  

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成29年11月10日

【四半期会計期間】 第114期第２四半期(自 平成29年７月１日 至 平成29年９月30日)

【会社名】 日本鋳鉄管株式会社

【英訳名】 NIPPON CHUTETSUKAN K.K.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　笹　田　幹　雄

【本店の所在の場所】 東京都中央区築地二丁目12番10号

　　(築地ＭＦビル26号館内)

(同所は登記上の本店所在地であり、実際の業務は「最寄りの連絡場所」で行って

おります。)

【電話番号】 0480(85)1101(代)

【事務連絡者氏名】 取締役管理本部長　　井　澤　信　之

【最寄りの連絡場所】 埼玉県久喜市菖蒲町昭和沼１番地

　　(日本鋳鉄管株式会社本社・工場)

【電話番号】 0480(85)1101(代)

【事務連絡者氏名】 取締役管理本部長　　井　澤　信　之

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

(東京都中央区日本橋兜町２番１号)

 

 

EDINET提出書類

日本鋳鉄管株式会社(E01283)

四半期報告書

 1/18



第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次

第113期

第２四半期

連結累計期間

第114期

第２四半期

連結累計期間

第113期

会計期間
自 平成28年４月１日

至 平成28年９月30日

自 平成29年４月１日

至 平成29年９月30日

自 平成28年４月１日

至 平成29年３月31日

売上高 (百万円) 6,654 6,342 13,775

経常利益 (百万円) 289 37 599

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 179 9 362

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 224 55 488

純資産額 (百万円) 11,681 11,898 11,946

総資産額 (百万円) 19,275 19,232 19,552

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 5.46 0.29 11.00

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 59.5 60.7 59.9

営業活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 654 644 996

投資活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △287 △471 △592

財務活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △201 △134 △232

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

(百万円) 2,558 2,603 2,564
 

 

回次

第113期

第２四半期

連結会計期間

第114期

第２四半期

連結会計期間

会計期間
自 平成28年７月１日

至 平成28年９月30日

自 平成29年７月１日

至 平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 3.37 0.47
 

(注) １. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 
 
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

 
２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府や日銀の各種政策効果による雇用・所得環境の改善に

より、緩やかな回復基調がみられるものの、中国経済の減速懸念、米国の政策動向や英国のＥＵ離脱など先行き

は依然として不透明な状況が続いております。

当社グループを取りまく環境は、主力である水道用鋳鉄管類の需要につきましては、全国的に地方自治体の厳

しい財政状況が継続しており、当社製造可能管においては、低水準で推移いたしました。

このような環境のなか当社グループは、昨年度に引き続き「鋳鉄管等コア事業の収益力強化」、「技術競争力

の向上」及び「経営環境の変化に耐えうる財務体力の強化」に取り組んでまいりました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績は以下のとおりとなっております。

　

当第２四半期連結累計期間の売上高につきましては、子会社のリサイクル事業が好調に推移したものの、販売

子会社を含め主力である水道用鋳鉄管類の販売量が減少したため、前年同期と比べ３億11百万円（前年同期比

4.7％）減少し、63億42百万円となりました。

損益につきましては、子会社による売上総利益の改善等はあるものの、水道用鋳鉄管類の売上高減少影響に加

え、原材料価格高騰による売上原価の上昇等により、営業利益は前年同期と比べ２億76百万円（前年同期比

94.6％）減少し、15百万円となりました。経常利益につきましても同様に、前年同期と比べ２億51百万円（前年

同期比87.0％）減少し、37百万円となりました。

親会社株主に帰属する四半期純利益につきましても、経常利益の減少影響により、前年同期と比べ１億70百万

円（前年同期比94.8％）減少し、９百万円となりました。

　
 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。
　

① ダクタイル鋳鉄関連

当第２四半期連結累計期間の売上高につきましては、販売子会社を含め主力である水道用鋳鉄管類の販売量が

減少したため、前年同期と比べ３億74百万円（前年同期比6.6％）減少し、53億33百万円となり、セグメント利益

又は損失（営業損益）につきましても、売上高減少影響により、前年同期と比べ３億19百万円減少し、１億63百

万円の損失となりました。

　

② 樹脂管・ガス関連

当第２四半期連結累計期間の売上高につきましては、子会社のリサイクル事業が好調に推移したため、前年同

期と比べ62百万円（前年同期比6.6％）増収し、10億９百万円となり、セグメント利益（営業利益）につきまして

も、前年同期と比べ54百万円（前年同期比39.4％）増加し、１億93百万円となりました。
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（2） キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、26億３百万円と前連

結会計年度末に比べて39百万円（1.5％）の増加となりました。

 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金の増加は、６億44百万円(前年同四半期連結累計期間は６億54百万円の増加)となりました。

これは主に法人税等の支払額１億56百万円があったものの、税金等調整前四半期純利益32百万円、減価償却費３

億97百万円、売上債権の減少２億99百万円等が、資金の支出を上回ったことによるものであります。

 
 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金の減少は、４億71百万円(前年同四半期連結累計期間は２億87百万円の減少)となりました。

これは主に有形固定資産の取得による支出４億45百万円によるものであります。

 

 
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金の減少は、１億34百万円(前年同四半期連結累計期間は２億１百万円の減少)となりました。

これは主に配当金の支払額98百万円によるものであります。

 

 
 
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）の事業上及び財務上の対処すべ

き課題に重要な変更及び新たに生じた課題はありません。

 

 
 
(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は２百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

EDINET提出書類

日本鋳鉄管株式会社(E01283)

四半期報告書

 4/18



第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 128,000,000

計 128,000,000
 

 

 
② 【発行済株式】

 

 
種類

 

第２四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成29年９月30日)

提出日現在発行数(株)

(平成29年11月10日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

 

普通株式 32,930,749 32,930,749
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は1,000株

であります。

計 32,930,749 32,930,749 ― ―
 

 

 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

 

 
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日

発行済株式

総数増減数

（千株）

発行済株式

総数残高

（千株）

資本金増減額

 

（百万円）

資本金残高

 

（百万円）

資本準備金

増減額

（百万円）

資本準備金

残高

（百万円）

平成29年９月30日 ─ 32,930 ─ 1,855 ─ 264
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(6) 【大株主の状況】

平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

ＪＦＥスチール株式会社 東京都千代田区内幸町２丁目２―３ 9,600 29.2

東京瓦斯株式会社 東京都港区海岸１丁目５―20 3,333 10.1

村山　信也 東京都西多摩郡瑞穂町  889 2.7

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町１丁目４番地 609 1.8

渡邊倉庫株式会社 東京都港区浜松町２丁目４―１ 600 1.8

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８―11 558 1.7

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11―３ 502 1.5

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
(信託口5)

東京都中央区晴海１丁目８―11 401 1.2

第一生命保険株式会社
(常任代理人　資産管理サービス信託銀行株式
会社)

東京都千代田区有楽町１丁目13―１
(東京都中央区晴海１丁目８―12)

400 1.2

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
(信託口1)

東京都中央区晴海１丁目８―11 370 1.1

計 ― 17,262 52.4

 

（注） 上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口) 1,329 千株

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 502 〃
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　　　   　平成29年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ─

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ─

議決権制限株式（その他） ― ― ─

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式 28,000
 

― ─

完全議決権株式（その他）
普通株式

32,859,000
32,859

単元株式数は1,000株であ

ります。

単元未満株式
普通株式

43,749
― ─

発行済株式総数 32,930,749 ― ―

総株主の議決権 ― 32,859 ―
 

（注）１.「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権１個）含

まれております。

　２.「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式167株が含まれております。

 

 
② 【自己株式等】

   平成29年９月30日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

（株）

他人名義

所有株式数

（株）

所有株式数

の合計

（株）

発行済株式

総数に対する

所有株式数

の割合（％）

（自己保有株式）

日本鋳鉄管株式会社

東京都中央区築地二丁目

12番10号
28,000 ─ 28,000 0.1

計 ― 28,000 ─ 28,000 0.1
 

 

 
 
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成29年７月１日から平成

29年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,564 2,603

  受取手形及び売掛金 5,088 *3  4,826

  商品及び製品 3,354 3,168

  仕掛品 316 495

  原材料及び貯蔵品 506 529

  その他 202 175

  貸倒引当金 △50 △46

  流動資産合計 11,982 11,752

 固定資産   

  有形固定資産   

   機械装置及び運搬具（純額） 2,241 2,121

   土地 3,293 3,293

   その他（純額） 1,591 1,631

   有形固定資産合計 7,126 7,046

  無形固定資産 144 136

  投資その他の資産 *1  299 *1  297

  固定資産合計 7,569 7,480

 資産合計 19,552 19,232

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,535 *3  2,494

  短期借入金 550 550

  未払法人税等 170 54

  賞与引当金 135 135

  その他 863 *3  737

  流動負債合計 4,255 3,971

 固定負債   

  長期借入金 2,000 2,000

  役員退職慰労引当金 44 37

  退職給付に係る負債 779 798

  負ののれん 54 51

  その他 471 474

  固定負債合計 3,351 3,362

 負債合計 7,606 7,334
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,855 1,855

  資本剰余金 264 264

  利益剰余金 9,830 9,741

  自己株式 △5 △5

  株主資本合計 11,945 11,856

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 11 13

  退職給付に係る調整累計額 △237 △203

  その他の包括利益累計額合計 △225 △190

 非支配株主持分 225 232

 純資産合計 11,946 11,898

負債純資産合計 19,552 19,232
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(2) 【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 6,654 6,342

売上原価 5,410 5,356

売上総利益 1,244 986

販売費及び一般管理費 *1  952 *1  970

営業利益 292 15

営業外収益   

 貸倒引当金戻入額 4 8

 設備賃貸料 2 2

 その他 15 20

 営業外収益合計 22 31

営業外費用   

 支払利息 7 6

 シンジケートローン手数料 15 0

 設備賃貸費用 2 2

 その他 0 0

 営業外費用合計 25 9

経常利益 289 37

特別利益   

 固定資産売却益 0 1

 特別利益合計 0 1

特別損失   

 固定資産除却損 1 6

 特別損失合計 1 6

税金等調整前四半期純利益 288 32

法人税、住民税及び事業税 129 51

法人税等調整額 △34 △39

法人税等合計 95 11

四半期純利益 192 20

（内訳）   

親会社株主に帰属する四半期純利益 179 9

非支配株主に帰属する四半期純利益 13 11

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △0 1

 退職給付に係る調整額 31 33

 その他の包括利益合計 31 34

四半期包括利益 224 55

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 210 44

 非支配株主に係る四半期包括利益 13 11
 

 

EDINET提出書類

日本鋳鉄管株式会社(E01283)

四半期報告書

11/18



(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 288 32

 減価償却費 411 397

 負ののれん償却額 △2 △2

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △4 △8

 賞与引当金の増減額（△は減少） 17 0

 退職給付費用 45 48

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6 △6

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 6 6

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 17 19

 受取利息及び受取配当金 △0 △1

 支払利息 7 6

 有形固定資産除売却損益（△は益） 1 5

 売上債権の増減額（△は増加） 274 299

 たな卸資産の増減額（△は増加） △191 △16

 破産更生債権等の増減額（△は増加） - 8

 仕入債務の増減額（△は減少） △112 △17

 その他 △21 36

 小計 744 806

 利息及び配当金の受取額 0 1

 利息の支払額 △7 △6

 法人税等の支払額 △82 △156

 営業活動によるキャッシュ・フロー 654 644

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △271 △445

 有形固定資産の売却による収入 0 1

 無形固定資産の取得による支出 △10 △27

 その他 △6 -

 投資活動によるキャッシュ・フロー △287 △471

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △2,000 -

 長期借入れによる収入 2,000 -

 長期借入金の返済による支出 △45 -

 リース債務の返済による支出 △37 △31

 自己株式の取得による支出 △0 △0

 配当金の支払額 △98 △98

 非支配株主への配当金の支払額 △4 △4

 その他 △16 -

 財務活動によるキャッシュ・フロー △201 △134

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 164 39

現金及び現金同等物の期首残高 2,393 2,564

現金及び現金同等物の四半期末残高 *1  2,558 *1  2,603
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【注記事項】

 

(四半期連結貸借対照表関係)

 

※１ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

投資その他の資産 26 百万円 21 百万円
 

 

 
 
　２ 保証債務

 

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

住宅財形融資制度に基づく従

業員の銀行からの借入保証額
7 百万円 6 百万円

 

 

 
 
※３ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しておりま

す。

なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形を

満期日に決済が行われたものとして処理しております。

 

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

受取手形 ― 百万円 98 百万円

支払手形 ― 〃 337 〃

設備関係支払手形 ― 〃 19 〃
 

 

 
 
 
 
(四半期連結損益及び包括利益計算書関係)

 

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
 至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
 至 平成29年９月30日)

運送費 189 百万円 196 百万円

給料手当 305 〃 316 〃

賞与引当金繰入額 52 〃 49 〃

退職給付費用 27 〃 28 〃

役員退職慰労引当金繰入額 5 〃 5 〃
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間

(自 平成28年４月１日

至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自 平成29年４月１日

至 平成29年９月30日)

現金及び預金 2,558 百万円 2,603 百万円

現金及び現金同等物 2,558 百万円 2,603 百万円
 

 

 
 

(株主資本等関係)

 

前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

 

　１. 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(百万円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月22日

定時株主総会
普通株式 98 3.00 平成28年３月31日 平成28年６月23日 利益剰余金

 

 

 

２. 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

 
 
 
 
 

当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

 

　１. 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(百万円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月20日

定時株主総会
普通株式 98 3.00 平成29年３月31日 平成29年６月21日 利益剰余金

 

 

 
２. 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】
 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)
 

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結損

益及び包括利

益計算書計上

額(注)２
 

ダクタイル

鋳鉄関連

樹脂管・

ガス関連
計

売上高       

外部顧客への売上高 5,708 946 6,654 6,654 ― 6,654

セグメント間の内部

売上高又は振替高
― 17 17 17 △17 ―

計 5,708 963 6,672 6,672 △17 6,654

セグメント利益 156 138 295 295 △3 292
 

(注) １. セグメント利益の調整額 △３百万円は、セグメント間取引消去であります。

２. セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 

 該当事項はありません。

 

 
 
Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)
 

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結損

益及び包括利

益計算書計上

額(注)２
 

ダクタイル

鋳鉄関連

樹脂管・

ガス関連
計

売上高       

外部顧客への売上高 5,333 1,009 6,342 6,342 ― 6,342

セグメント間の内部

売上高又は振替高
― 25 25 25 △25 ―

計 5,333 1,034 6,368 6,368 △25 6,342

セ グ メ ン ト 利 益 又 は 損 失

（△）
△163 193 30 30 △14 15

 

(注) １. セグメント利益又は損失（△）の調整額 △14百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損益と調整を行っておりま

す。

 
２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 

 該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

 

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目

前第２四半期連結累計期間

(自 平成28年４月１日

至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自 平成29年４月１日

至 平成29年９月30日)

 
１株当たり四半期純利益金額

 

 
 

5 円 46 銭 0 円 29 銭

(算定上の基礎)
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
親会社株主に帰属する四半期純利益金額

 
（百万円） 179 9

 
普通株主に帰属しない金額

 

 
(百万円)

 

 
―

 

 
―

 

 
普通株式に係る親会社株主に帰属する四

半期純利益金額

 

 
(百万円)

 

 
179

 

 
9

 

 
普通株式の期中平均株式数

 

 
(千株)

 

 
32,903

 

 
32,902

 
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

 

 

２ 【その他】

 

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成２９年１１月１０日
　
日 本 鋳 鉄 管 株 式 会 社
　
 取 締 役 会   御 中

　

新日本有限責任監査法人
 

　
指定有限責任社員  

公認会計士  市 之 瀬   申   印
業 務 執 行 社員  

 

　
指定有限責任社員  

公認会計士  澤　部  直　 彦   印
業 務 執 行 社員  

 

　
　
 

 
　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられて

いる日本鋳鉄管株式会社の平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日までの連結会計年度の第２四
半期連結会計期間（平成２９年７月１日から平成２９年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間
（平成２９年４月１日から平成２９年９月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期
連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記
について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠

して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我
が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比
べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本鋳鉄管株式会社及び連結子会
社の平成２９年９月３０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営
成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点にお
いて認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。
以  上

　
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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